










これらに基礎作業を加えることで、以下の 2 点について言及するものである。 
1 点目は、漢語北方方言2における方言境界線についてである。漢語方言
の分布パターンや方言境界線に関する研究はこれまでも進められてきており、










                                                          





























































































                                                          
5 原図は、徳川（1962）に基づく。  
 漢語北方方言における方言境界線と方言区画 
   









































調査地点 全国を網羅する 930 地点 
北方：3～4 つの県に 1 地点 南方：1 つの県に 1 地点 
調査対象者 1931 年～1945 年に出生した男性（例外あり8） 
調査項目 音声・文法・語彙に関する 1005 項目  
（『漢語方言地図集調査手冊』9） 
地図項目 音声 205 枚、語彙 203 枚、文法 102 枚、計 510 枚 
調査方法 現地に赴き、インフォーマントへの面接調査  









8 1930 年以前に出生した割合が 14.9％（139 人）、1946 年以降に出生し


















【図 4】「語彙巻 118“雨伞”の分類基準」 
 













































切れるのか」という観点から等語線を分類するため、1 本の等語線につき 1 枚
の透明シートを使用した。つまり、等語線の途切れを意味する遠隔分布につ
いては、別個に扱うものとした。透明シートに写し取る過程を図式化すると、
【図 7】のようになる。【図 7】のケースで言えば、1 枚の方言地図につき、合計




                                                          
10 本研究では、OHP フィルムを使用した。  






《等語線を引いた地図》   《透明シート》 


































    





項目数  51（P20・G8・L23） 
 
【グループ 2】 
主な分布領域  長江以北一帯 












項目数  9（P3・G0・L6） 
※方言境界線なし 
 
















































項目数  8（P2・G3・L3） 












項目数  3（P0・G2・L1） 
【グループ 15】 
主な分布領域  山東省一帯 
項目数  5（P2・G0・L3） 
 
【グループ 16】 
主な分布領域  山東省東部一帯 








主な分布領域  山東半島一帯 

















項目数  4（P1・G0・L3） 
 


















項目数  12（P1・G1・L10） 
 
【グループ 24】 
主な分布領域  雲南省一帯 


























項目数  8（P6・G1・L1） 
 
























































                                                          
12 『中国大百科全書・語言文字』収録  
13 『普通話基礎方言基本詞彙集』収録  
 中国語学中国文学教室紀要第 12 輯 
2 つ目の特徴は、官話が「古入声の帰属状況」という音声的特徴に基づき、
「東北官話」14「北京官話」「冀鲁官話」「胶遼官話」「蘭銀官話」「中原官














15 中古音には、四声（平声・上声・去声・入声）があったとされている。  
16 原図は、項・曹（2005）に基づくが、図の見やすさを考慮して、筆者が若干の
加工をおこなった。 

































                                                          
17 原図は、李栄（1989）に基づく。  
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